
 

 

神仏に対する畏敬の念 

 

家庭教育をするにあたって、昔はよくことわざを引

用したものです。私の母親も沢山のことわざを言い

ながら私達を教育してくれました。 
「『情けは他人（ひと）の為ならず』と言って他人に

親切にしてあげれば、必ず後で誰か

から親切にしてもらうことがあるんだか

ら、自分のためになると思って他人に

は親切にしてあげなさい」とか、ちょっ

といやなことがあったり、頑張らなけれ

ば出来ないことにぶつかると「『苦あれ

ば楽あり、楽あれば苦あり』と言って、

今苦労しておけば後で楽が出来るよ、

今楽をしてしまうと後で苦労しなけれ

ばならないので、今頑張りなさい」、「『若いときの苦

労は買ってでもしなさい』と言うんだよ」等と言われて

きたことを思いだします。 
子供に人生の生き方を教えていくにあたって、自

分の力だけでは難しい場合、「昔の人は良いことを

言ったものだ」と、先人達の教訓を引き合いに出して

子供を教育したものです。すなわち、どう生きていく

べきか、どう困難を乗り越えていくべきかを、あるい

は失敗して落ち込んでいるときは「『捨てる神あれば

拾う神あり』と言うから大丈夫だよ」等と励ましに使っ

たりしたものです。 
私は母親からしてもらったことを思い出す度、若

いお母さん達に特に２つのことをして欲しいと感じま

す。一つは子供に努力をさせないで、お母さんが子

供がするべき苦労を肩代わりしたり、障害となるもの

を先にいって取り除いてあげたりしていることを止め

て欲しいことです。 
子供のことで何か問題点に気がつくと、こうやれ

ばうまくいくだろうと、障害を取り除く対策を練ること

が身についているような気がします。一見、問題点

が解決したように思えますが、それは、お母さんのレ

ベルや立場において問題が解決したように見えるの

であって、子供にしてみると何も問題解決になって

いません。子供にとっては、やっぱり問題を乗り越え

る実践をする以外にないのです。露払いをしたり、

転ばぬ先の杖を与えたりすることより、子供に努力さ

せて壁を乗り越えるようにして欲しいと思います。 
もう一つは、「誰も見ていなくても、神様はちゃんと

お前のやっていることを見ているんだよ。だから、人

が見ていようと見ていまいと正しいこ

とをしなさい」と、やはり私が母親から

言われ続けたことですが、神や仏、

あるいはお天道様など畏敬の対象と

なるものを子育てに利用して欲しい

ことです。子供がだんだん成長してく

ると、今まで偉大で絶対的な人だと

思っていたお父さんやお母さんにも

欠点があることに気が付きだし、ただ

の人だと思うようになります。理想を言えばお父さん

やお母さんが指摘された自分の欠点を直して人格

向上の見本を見せることかもしれませんが、きっとそ

う簡単には出来ないと思います。そんなときは、神様

や、仏様のような絶対的な力を利用することも必要

ではないでしょうか。やっぱりこういうところにも先人

達の子育ての知恵は生きているような気がします。

家庭教育がきちんとされている家にとっては必要な

いと思うかもしれませんが、尊いものに対する畏敬の

念を持つことは大事だと思います。悪いことをすると

か、しないとかと言う意味だけでなく、おそれ敬う心

は育てたいと思います。 
今の小学生高学年や中学生を見ていると大人に

対し畏敬の念を持っていないように思います。神様

や仏様の力を借りてでも育てたい心だと思います。 
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